
日
本
原
燃
（
株
）
は
、
六
月
三
〇
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
五
月

期
の
「再
処
理
定
期
報
告
書
」
を
載
せ
ま
し
た
。 

 

五
月
の
使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
量
は
ウ
ラ
ン
量
で
約
十

三
ト
ン
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
月
の
約
四
ト
ン
と
合
わ
せ

る
と
約
十
七
ト
ン
と
な
り
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
予
定
の
三
〇
ト
ン

の
半
分
を
超
え
た
模
様
で
す
。
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
五
月
も

ト
リ
チ
ウ
ム
の
み
の
数
値
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
・
９×

一

〇
の
⒓
乗
ベ
ク
レ
ル
で
、
四
月
の
１
・
７×

一
〇
の
８
乗
ベ
ク
レ
ル

の
二
万
三
千
倍
で
す
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
推
定
す
る
と
、
六

百
ト
ン
貯
蔵
タ
ン
ク
七
〜
八
杯
分
の
放
射
能
廃
液
が
海
へ
放
出

さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

 

六
月
二
四
日
に
は
、
未
成
年
の
作
業
員
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

吸
い
込
む
と
い
う
重
大
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。
三
陸
の
海

を
放
射
能
汚
染
の
危
機
に
さ
ら
す
、
核
燃
再
処
理
工
場
へ
の

批
判
の
声
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

海洋放出口  日本原燃（株） 
３月２８日説明会パンフ（１０頁）から 

 
 
 
 

放
出
時
期
さ
え
答
え
な

い
日
本
原
燃 

 
こ
の
定
期
報
告
書
発
表

直
後
、
「
岩
手
の
会
」
か
ら
、

日
本
原
燃
広
報
担
当
に
電

話
を
入
れ
、
詳
細
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。 

「
五
月
の
い
つ
、
何
回
放

出
し
た
の
か
？
廃
液
の
量

は
い
く
ら
か
？
ヨ
ウ
素
１
２

９
や
そ
の
他
の
核
種
が
Ｎ
Ｄ

（
限
界
値
以
下
）
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
ね
」
な
ど
と
粘

り
強
く
聞
き
ま
し
た
が
、

「
四
月
は
初
回
な
の
で
公
表

し
た
が
、
今
後
は
放
出
日

時
も
答
え
ら
れ
な
い
。
青

森
県
評
価
委
員
会
へ
の
デ

ー
タ
に
も
放
出
日
時
は
報

告
す
る
予
定
が
な
い
」
と
繰

り
返
す
の
み
で
肝
心
な
こ

と
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

安
全
に
責
任
を
持
つ
べ
き

日
本
原
燃
の
こ
の
よ
う
な

態
度
に
、
驚
き
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

日
本
原
燃
、
第
一
ス
テ
ッ

プ
終
了
を
発
表 

  

日
本
原
燃
は 

六
月
二
八

日
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
第
一
ス

テ
ッ
プ
が
終
了
し
た
と
発
表
し

ま
し
た
。
第
一
ス
テ
ッ
プ
は
使

用
済
み
核
燃
料
の
剪
（
せ
ん
）

断
、
溶
解
の
作
業
で
、
ウ
ラ
ン

に
し
て
約
三
〇
ト
ン
の
処
理
と

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
月

中
残
る
一
三
ト
ン
が
処
理
さ

れ
た
と
す
る
と
更
に
三
兆
ベ
ク

レ
ル
あ
ま
り
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が

放
出
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
百
年
以
上
も
放
射
能

が
消
え
な
い
ト
リ
チ
ウ
ム
は
生

物
の
生
殖
機
能
に
悪
影
響
を

与
え
る
と
い
う
有
力
な
学
説

も
あ
り
、
ま
た
、
ト
リ
チ
ウ
ム

以
外
の
他
の
核
種
も
当
然
含

ま
れ
て
お
り
、
環
境
汚
染
が

非
常
に
心
配
さ
れ
る
事
態
で

す
。 

 

一
〇
件
目
の
事
故
は 

 

未
成
年
作
業
員
の 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
被
ば
く 

六
月
中
の
日
本
原
燃
発
表

の
事
故
（
ト
ラ
ブ
ル
）
は
三
件
で

本
試
験
開
始
以
来
一
〇
件
目

と
な
り
ま
し
た
。 

特
に
六
月

二
四
日
の
分
析
建
屋
で
作
業

員
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
粉
末
を
鼻

か
ら
吸
い
込
ん
だ
事
故
は
、
極

め
て
重
大
な
事
故
で
あ
り
、
七

月
三
日
、
原
子
力
安
全
委
員

会
宛
全
文
三
五
ペ
ー
ジ
の
報

告
書
が
提
出
さ
れ
公
表
さ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
報
告
書
で
、
日
本
原
燃

は
、
被
曝
の
検
査
法
の
一
つ
で

あ
る
「
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
検
査
」

（
尿
や
便
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
存
在
を
チ
ェ
ッ
ク
）
は
陰
性

と
し
て
「
被
曝
は
な
か
っ
た
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
逆
に 

肺
の

奧
ま
で
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
検
出
す

る
こ
と
は
困
難
で
、
微
粒
子
か

ら
の
ア
ル
フ
ァ
線
被
曝
が
憂
慮

さ
れ
ま
す
。 

○
問
い
合
わ
せ
て
み
よ
う 

日
本
原
燃
再
処
理
広
報
室 

 
 

（
六
ヶ
所
工
場
） 

代
表
電
話 

〇
一
七
五
ー 

 
 
 
 
 

七
一
ー
二
〇
〇
二 
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鈴
木
衆
議
院
議
員
に 

水
産
六
団
体
が
要
望
書 

 
 

県
漁
連
（
大
井
誠
治
会
長
）

や
県
信
漁
連
（
佐
々
木
昭
夫

会
長
）
な
ど
県
内
の
水
産
関

係
六
団
体
は
六
月
二
二
日
、

自
民
党
水
産
総
合
調
査
委
員

長
の
鈴
木
俊
一
衆
議
院
議
員

（
前
環
境
大
臣
）
に
要
望
書
を

提
出
し
、
六
ヶ
所
村
の
再
処
理

工
場
の
試
運
転
開
始
に
伴
う

岩
手
県
沿
岸
周
辺
の
海
洋
調

査
な
ど
を
実
施
す
る
よ
う
国

へ
の
働
き
か
け
を
求
め
ま
し

た
。 

要
望
の
内
容
は
△
本
県
沿

岸
域
周
辺
の
海
域
環
境
調
査

△
放
射
能
廃
液
情
報
の
開
示
、

漁
業
者
の
不
安
解
消
△
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
は
運
転

を
中
止
、
の
三
点
。 

鈴
木
議
員
は
「
国
の
担
当

者
に
岩
手
県
の
沖
合
ま
で
観

測
地
点
を
拡
大
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
お
り
、
い
い
感
触
を

得
て
い
る
」
と
し
、
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
き
ち
っ
と
や
っ
て
常
に
安

全
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
。

担
当
者
に
伝
え
る
」
と
語
り
ま

し
た
。 

 増
田
知
事
は 

国
や
日
本
原
燃
に 

早
急
に
申
し
入
れ
を 

 

岩
手
県
六
月
議
会 

平
野
ユ
キ
子
議
員
一
般
質
問 

 

六
月
二
八
日
開
催
さ
れ
た

岩
手
県
議
会
本
会
議
で
、
平

野
ユ
キ
子
議
員
（
民
主
党
）
は

「
再
処
理
工
場
か
ら
放
射
能

廃
液
の
海
洋
放
出
が
始
ま
り
、

工
場
内
で
は
事
故
が
続
い
て
い

ま
す
。
増
田
知
事
は
時
期
を

失
せ
ず
早
急
に
、
国
や
原
燃

に
安
全
確
保
の
た
め
の
要
請

行
動
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。  

増
田
知
事
は
「
三
陸
の
良

好
な
水
質
を
将
来
に
わ
た
っ

て
維
持
し
て
い
き
た
い
と
い
う 

 

思
い
は
同
じ
で
、
国
と
事
業
者

に
働
き
か
け
る
」
と
答
え
ま
し

た
。 さ

ら
に
、
翌
日
開
催
さ
れ

た
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、
平
野
議
員
や
高
橋

比
奈
子
議
員
（
自
民
党
）
、
高

橋
博
之
議
員
（
無
所
属
）
、
工

藤
大
輔
議
員
（
民
主
党
）
の
四

人
が
発
言
し
「
知
事
は
早
急
に

国
や
日
本
原
燃
に
三
陸
沖
海

域
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
具

体
化
を
求
め
る
要
請
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
」な
ど
の
質
問

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
菊
池
秀
一
環
境
生
活
部

長
は
、
「
ま
ず
私
が
七
月
中
に

上
京
し
て
国
に
要
請
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。  

 
 
 

 

（
＊
菊
池
秀
一
部
長
は
七
月

六
日
上
京
し
、
経
産
省
原
子

力
・
安
全
保
安
院
に
核
燃
再

処
理
工
場
の
安
全
確
保
を
要

望
し
ま
し
た
。
） 

 

放
射
能
放
出
で 

食
の
安
全
は
大
丈
夫
か 

 

盛
岡
市
議
会 

千
葉
健
一
議
員
一
般
質
問 

  

六
月
二
二
日
開
催
さ
れ
た

盛
岡
市
議
会
本
会
議
で
一
般

質
問
に
た
っ
た
千
葉
健
一
議

員
（
市
民
連
合
）
は
、
「
四
月
二 

八
日
、
約
六
〇
〇
ト
ン
も
の
放

射
能
廃
液
が
三
陸
の
海
に
流

さ
れ
ま
し
た
。
海
産
物
が
放

射
能
汚
染
に
見
舞
わ
れ
た
な

ら
、
消
費
者
は
大
き
な
被
害

を
受
け
る
。
県
市
長
会
と
し

て
行
っ
た
要
請
行
動
な
ど
の
様

子
を
伺
い
た
い
。
」
と
質
問
し

ま
し
た
。  

遠
藤
一
路
市
民
部
長
は

「
五
月
二
日
に
は
日
本
原
燃
へ
、

十
九
日
に
は
岩
手
県
へ
、
六
月

一
日
に
は
経
産
省
、
文
部
科

学
省
へ
要
請
を
し
た
。
食
の
安

全
を
守
る
た
め
に
事
業
者
が
、

再
処
理
の
内
容
を
き
ち
ん
と

説
明
し
責
任
を
果
た
す
べ
き

で
あ
る
と
申
し
入
れ
た
」
と
答

え
、
岩
野
光
進
環
境
部
長
は

「
青
森
県
の
食
品
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
測
定
値
や
、
岩
手
県
か

ら
の
情
報
の
外
に
盛
岡
市
内

の
野
菜
な
ど
の
放
射
能
値
測

定
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。
現

在
、
異
常
値
は
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。 

 

再
処
理
の
安
全
性
・
情
報

公
開
を
要
請 岩手

県
町
村
会 

岩
手
県
町
村
会
（
会
長
・
稲

葉
暉
一
一
戸
町
長
）
の
、
県
北

五
町
村
の
首
長
は
六
月
十
四

日
、
日
本
原
燃
を
訪
れ
、
△

現
状
の
ま
ま
本
格
操
業
に
移

行
す
る
こ
と
は
風
評
被
害
を

生
む
、
△
継
続
的
な
説
明
、

△
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
、

△
積
極
的
な
情
報
公
開
な
ど

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

久
慈
地
区
原
水
禁 

日
本
原
燃
と
青
森
県
に 

申
し
入
れ
書 

原
水
爆
禁
止
久
慈
地
区
住

民
会
議
（
村
田
庸
、
杉
野
真

紀
子
、
八
屋
勉
代
表
委
員
）
は
、

六
月
十
五
日
住
民
学
習
会
を

開
催
し
、
日
本
原
燃
と
青
森

県
に
対
し
て
「
申
し
入
れ
書
」

を
確
認
し
決
議
し
ま
し
た
。  

日
本
原
燃
に
は
、
再
処
理

工
場
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
中

止
し
、
あ
い
つ
ぐ
事
故
の
原
因

を
分
析
し
、
参
加
者
を
限
定

し
な
い
説
明
会
を
多
く
の
自

治
体
で
開
催
す
る
こ
と
。
青

森
県
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

を
中
止
さ
せ
、
原
燃
と
締
結

し
た
安
全
協
定
の
見
直
し
を

求
め
る
こ
と
、
と
い
う
内
容
で
、

十
九
日
送
付
し
ま
し
た
。 

共
産
党
岩
手
県
委
員
会
も

申
し
入
れ 

共
産
党
県
委
員
会
（
菅
原

則
勝
委
員
長
）
は
六
月
二
一

日
、
岩
手
県
に
対
し
て
、
日
本

原
燃
に
よ
る
岩
手
で
の
住
民

説
明
会
開
催
を
働
き
か
け
る

よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
三
陸
沿
岸
で
の
環
境
調

査
実
施
、
放
射
性
物
質
の
海

洋
放
出
中
止
、
増
田
知
事
の

現
地
調
査
、
青
森
県
と
の
情

報
共
有
な
ど
を
申
し
入
れ
ま

し
た
。 

岩
手
県
民
の
大
多
数
か
ら 

放
射
能
海
洋
放
出
反
対
の
声 

 
 
 
 

増
田
知
事
は
時
宜
を
失
せ
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

県
民
の
安
全
第
一
で
行
動
を 

 
 
 
 
 

 

昨
年
の
岩
手
県
議
会
の
、
「
再
処
理
工
場
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

に
慎
重
を
期
し
、
海
洋
環
境
調
査
を
行
う
。
岩
手
県
住
民
への

説
明
会
を
開
催
す
る
」
と
い
う
全
会
派
一
致
の
請
願
採
択
を

受
け
て
、
県
内
の
漁
業
団
体
や
自
治
体
、
各
政
党
の
動
き
が

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
で
は
、
す
で

に
二
件
の
人
身
事
故
を
含
む
一
〇
件
も
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
、

安
全
性
が
さ
ら
に
疑
問
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
陸
の
海
に
放

射
能
廃
液
を
流
し
続
け
て
い
る
核
燃
再
処
理
工
場
に
対
し

て
、
「
一
刻
も
早
く
中
止
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
岩
手
県
内

各
地
か
ら
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

岩手県庁 

盛岡市役所と議会 


